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「信州上田学」開講にあたって

地域づくり総合センター /環境ツーリズム学部 松下重雄



信州上田学とは
⚫地域の方々によって創設された長野大学は、地域貢献の
先駆的大学として地域学の研究と教育に取り組んできま
した。

⚫2017（平成29）年度から上田市の公立大学となり、より一
層地域貢献できる学びの体系として初年次から４年次ま
で地域課題の解決に取り組む地域協働型教育を推進し
ています。

⚫講座「信州上田学」は、そのスタートアップ科目です。



上田に学び、上田メソッドをつくる
⚫２１世紀社会は、市民、企業や行政を含む組織等が主体
で活動・協働しつつ、学生世代を含む次世代と一緒に
なって創り出していくものです。

⚫長野大学は学生が“地域で”、あるいは“地域と”実践的
に地域課題と向き合う学び、地域の皆様と協働する学び
を実践します。

⚫全国どこの地域においても求められる地域課題解決の
方法論「上田メソッド」をつくり、上田から全国に広げてい
くことを目指します。



地域協働の学びのモデル

詳しくはウェブで

⚫信州上田学は、地域協働の学びのモデルです

https://www.nagano.ac.jp/artis-cms/cms-files/20200327-173754-9886.pdf


信州上田学の学びの目標像

① 地域がまるごとキャンパスとなり、学生の主体的・自発
的な興味関心に基づき、学びのテーマを創造する

② 地域現場での学生と地域の多様な主体との協働活動
をとおして、生きた社会を学ぶ

③ 地域の課題解決に求められる知識や技術を学生が主
体的・複合的に獲得し、アイデアを創発する

これにより、若い力が躍動し、市民の力と融合する活気あ
る地域づくりと、バリアフリー社会の実現を目指します。


